
         

   

３
月
２
日
（
土
）
９
時
か
ら
重
文
旧
米
谷
家
で
、

当
保
存
会
主
催
の
標
記
の
体
験
学
習
会
を
今
井

小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。 

開
催
の
主
旨
は
、
今
井
小
学
校
を
卒
業
す
る

６
年
生
に
今
井
町
の
重
要
文
化
財
の
町
家
の
中
で
、

昔
の
生
活
の
一
部
を
体
験
し
な
が
ら
今
井
町
の

町
屋
で
半
日
過
ご
し
て
和
室
の
清
掃
の
仕
方
、

座
布
団
の
裏
表
・
前
後
な
ど
お
客
を
も
て
な
す
作

法
や
、
昼
食
で
食
べ
る
「
大
和
今
井
の
茶
粥
」
を

炊
く
カ
マ
ド
の
火
の
扱
い
や
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
食

べ
る
葛
餅
を
の
せ
る
バ
ラ
ン
の
笹
舟
作
り
、
そ
し

て
配
膳
作
業
や
後
片
付
け
ま
で
い
ろ
ん
な
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
６
年
担
任
の
丸
山
、
増
田
先
生
を

加
え
て
１７
人
で
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
交
代

し
な
が
ら
一
通
り
の
体
験
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
体
験
学
習
の
歴
史
は
古
く
「
大
和
今
井

の
茶
粥
」
体
験
と
し
て
平
成

２０
年
３
月
か
ら
卒

業
間
近
の
６
年
生
向
け
に
実
施
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
そ
の
後
、
西
谷
幸
一
郎
校
長
先
生
の
時
代

に
学
校
行
事
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２

０
年
か
ら
３
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の
や
む
な
き

に
至
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
卒
業
生
が

５７
人
と
多
い
た
め
、
学
校

側
と
協
議
の
上
、
当
保
存
会
が
希
望
者
を
募
る

形
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。 

                       

お
膳
の
上
に
並
ん
だ
料
理
な
ど
の
素
材
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

茶
葉 

遣
唐
使
に
よ
っ
て
渡
来
し
、
日
本
で
最
初

に
茶
の
木
が
植
え
ら
れ
た
大
和
高
原
の
無
農
薬
、

自
然
栽
培
茶 

米 

明
日
香
村
稲
渕
の
千
枚
田
で
獲
れ
た
棚
田
米 

水 

畝
傍
山
の
ふ
も
と
、
山
本
町
の
大
師
の
水 

漬
物 

下
市
町
広
橋
の
梅
干
し 

今
井
町
河
合
酒
造
の
奈
良
漬 

ご
ま
豆
腐 

大
峰
山
洞
川
の
吉
野
葛
で
作
っ
た

ご
ま
豆
腐 

デ
ザ
ー
ト 

大
峰
山
洞
川
の
吉
野
葛
で
作
っ
た
葛
餅 

食
器
（
赤
膚
焼
） 

赤
膚
山
元
窯
の
登
り
窯
で
今

井
の
駒
つ
な
ぎ
、
軒
瓦
を
特
別
に
意
匠
し
て
製

作
し
た
茶
碗
・
皿
・
箸
置 

バ
ラ
ン
（
葉
蘭
） 

古
く
は
食
べ
物
を
つ
つ
む
の
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
笹
舟
に
す
る
の
は
お
も

て
な
し
の
表
れ
で
す
。 

膳 

柿
渋
染
め
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト 

今
井
町
河
合
酒
造
の
柿
渋 

柿
は
大
和
の
名
産
で
古
く
か
ら
柿
渋
が
清
酒
清

澄
剤
、
防
腐
剤
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
、
木
地
食
器

等
木
製
品
に
塗
布
す
る
な
ど
、
生
活
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
は
『
大

和
今
井
の
茶
粥
』
と
和
紙
に
墨
書
し
て
そ
の
上

か
ら
柿
渋
を
塗
布 

箸 

吉
野
杉
の
端
材
を
活
用
し
た
吉
野
の
割
り

箸
で
利
休
箸
。
生
産
量
は
日
本
一 

杓 

硬
く
て
丈
夫
な
五
條
の
栗
の
木
を
匠
の
手

で
く
り
抜
い
た
一
品 

（１）令和６年４月１日                 い まいは 今                      第 286 号  
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古
い
町
家
で
の
生
活
体
験 

  

今
井
小
学
校
６
年
生 

 

茶葉 

座布団を並べる  

食器の準備  

カマド前での火の当番  

粥を椀によそう  

全員で「大和今井の茶粥 」を味わう  

茶粥 

奈良漬 

梅干し 
ごま豆腐 

葛餅 



  
３
月

１７
日
（
日
）
１８
時
か
ら
今
井
地
区
公
民

館
講
堂
に
お
い
て
標
記
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
憎
の
雨
模
様
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
３６

人
が
出
席
。 

開
催
期
間
は
、
５
月

１１
日
（
土
）
～

１９
日
（
日
）

の
９
日
間
と
し
、
テ
ー
マ
は
「
明
日
へ
継
ぐ
、
人
と

町
並
み
の
５０
年
」
と
す
る
こ
と
を
提
案
。
提
案
理

由
は
、
か
つ
て
稱
念
寺
の
故
今
井
博
道
住
職
が

有
松
・
妻
籠
の
方
々
と
共
に
町
並
み
保
存
運
動

の
先
駆
け
と
な
っ
て
現
在
の
全
国
町
並
保
存
連

盟
の
創
立
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

今
井
町
で
は
町
並
み
保
存
の
活
動
が
住
民
皆

さ
ん
と
行
政
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
昨
年
は
重

伝
建
選
定

３０
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
年
は
全

国
町
並
保
存
連
盟
が
設
立
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
町
並
み
と
そ
こ
に
住
む
住
民
の

調
和
の
と
れ
た
保
存
活
動
は
、
人
が
継
い
で
来
た

も
の
で
半
世
紀
に
わ
た
り
そ
の
営
み
が
続
い
た
成

果
が
私
達
の
目
の
前
に
あ
る
今
井
町
の
姿
で
す
。

そ
れ
を
明
日
へ
継
ぐ
の
は
私
達
の
使
命
で
あ
る
と

い
う
熱
い
思
い
か
ら
「
明
日
へ
継
ぐ
、
人
と
町
並

み
の
５０
年
」
は
、
営
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
れ

ま
で
の
活
躍
を
し
っ
か
り
理
解
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。 

町

並

み
散

歩

の
事

業

内

容

は
、
５
月

１９

日

（
日
）
の
茶
行
列
や
六
斎
市
・
町
衆
市
（
１８
日
も
）

が
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
は
今
後
詳
細
を
詰
め
て
４
月

１９
日
（
金
）
の

第
二
回
実
行
委
員
会
で
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

 

今
回
も
商
い
を
さ
れ
て
い
る
方
、
各
種
団
体
様

に
は
昨
年
同
様
協
賛
金
へ
の
協
力
を
是
非
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

     

３
月

１８
日
（
月
）
９
時
か
ら
今
井
小
学
校
（
山

村
修
代
校
長
）
体
育
館
に
お
い
て
、
第

１１ ５
回
の
卒

業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
を

招
い
た
卒
業
式
は
４
年
ぶ
り
で
、
保
存
会
会
長
と

し
て
私
も
招
か
れ
て
出
席
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
寒
風
が
吹
き
冷
た
さ
が
身
に
沁
み
る

天
候
で
し
た
。
式
典
会
場
の
設
営
は
、
体
育
館
中

央
に
演
壇
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
全
て
中
央

演
壇
に
向
っ
て
、
卒
業
生
は
北
側
、
保
護
者
は
東

側
と
西
側
、
在
校
生
は
南
側
に
着
席
し
ま
し
た
。

又
、
式
典
の
進
行
は
、
３０
年
前
の
自
分
の
子
供
た

ち
の
時
と
違
っ
て
、
来
賓
挨
拶
は
無
し
で
紹
介
の

み
で
、
来
賓
の
長
い
話
が
次
々
続
い
て
う
ん
ざ
り

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
両
親
が
揃
っ
て

参
加
し
て
い
た
の
も
大
き
な
変
化
で
す
。
子
供
中

心
に
よ
る
卒
業
生
、
在
校
生
全
員
参
加
型
の
式

典
で
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
規
律
正
し
く

進
行
し
、
５７
人
が
元
気
に
巣
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
子
供
達
の
前
途
を

祝
う
の
に
相
応
し
い
ス
ッ
キ
リ
し
た
爽
や
か
な
式

典
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

３
月

１９
日
（
火
）
は
９
時
半
か
ら
橿
原
市
第

２
こ
ど
も
園
今
井
幼
稚
園
・
今
井
保
育
所
（
人

見
文
子
園
・
所
長
）
の
修
了
証
書
授
与
式
に
も

招
か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
の
行
わ
れ
た
今

井

幼

稚

園

の

ゆ
う
ぎ
室
は
、

こ

の

園

舎

が

こ

の

地

に

新

築

移

転

し

て

来

た

時

の

竣

工

祝

賀

会

の

席
上
、
当
時
の

三

浦

太

郎

市

長

に

対

し

て

Ｐ

Ｔ

Ａ

を

代

表
し
て
お
礼
の

挨
拶
を
し
た
所
で
す
の
で
、
一
層
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
修
了
者
は
５１
人
で
か
わ

い
い
子
供
達
が
精
一
杯
元
気
を
出
し
て
式
典
を

盛
り
上
げ
て
い
る
様
子
が
と
て
も
微
笑
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。 

（
中
西
知 

記
） 

（２）令和６年４月１日                 い まいは 今                      第 286 号  

第

２７
回
今
井
町
並
み
散
歩 

  

第
一
回
実
行
委
員
会 

開
催 

今
井
小
学
校
卒
業
証
書 

授
与
式 

  

今
井
幼
稚
園
・
今
井
保
育
所 

  

修
了
証
書 

授
与
式
に
来
賓
と
し
て
出
席 

  

今井幼稚園・今井保育所の修了証書授与式  


